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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体の厚さに応じて出力信号を変化させる厚さセンサと、
　前記記録媒体を搬送する記録媒体搬送機構と、
　前記厚さセンサの記録媒体搬送方向の下流に設けられ、前記記録媒体を前記記録媒体搬
送方向に対して側方に除去する記録媒体除去機構と、
　前記厚さセンサからの出力に基づいて求められる前記記録媒体の厚みが閾値以上である
場合に、前記記録媒体が搬送不可能であると判定し、前記記録媒体除去機構により前記記
録媒体を記録媒体搬送路から除去する制御部と、
を備え、
　前記記録媒体除去機構は、
　前記記録媒体搬送方向に直交する直交軸回りに回転するとともに、前記直交軸に平行な
除去方向へ移動可能に配置され、前記記録媒体を挟んだまま回転して、前記記録媒体を前
記記録媒体搬送方向へ搬送する搬送ローラ及び下側搬送ローラと、
　前記記録媒体搬送方向に平行な軸回りに回転し、前記記録媒体を前記除去方向へ搬送す
る排出ローラと、
を有し、
　前記制御部は、前記記録媒体を挟んだ前記搬送ローラ及び前記下側搬送ローラを前記除
去方向へ移動して、前記記録媒体を前記排出ローラへ引き渡すことにより、前記記録媒体
を、前記記録媒体搬送路から除去する記録媒体除去装置。
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【請求項２】
　記録媒体を消色温度以上に加熱する加熱装置と、
　前記記録媒体の厚さに応じて出力信号を変化させる厚さセンサと、
　前記記録媒体を前記加熱装置へ搬送する記録媒体搬送機構と、
　前記厚さセンサの記録媒体搬送方向の下流に設けられ、前記加熱装置へ搬送される前記
記録媒体を前記記録媒体搬送方向に対して側方に除去する記録媒体除去機構と、
　前記厚さセンサからの出力に基づいて求められる前記記録媒体の厚みが閾値以上である
場合に、前記記録媒体が搬送不可能であると判定し、前記記録媒体除去機構により前記記
録媒体を記録媒体搬送路から除去する制御部と、
を備え、
　前記記録媒体除去機構は、
　前記記録媒体搬送方向に直交する軸回りに回転するとともに、前記搬送方向と直交する
除去方向へ移動可能に配置され、前記記録媒体を挟んだまま回転して、前記記録媒体を前
記記録媒体搬送方向へ搬送する搬送ローラ及び下側搬送ローラと、
　前記記録媒体搬送方向に平行な軸回りに回転し、前記記録媒体を前記除去方向へ搬送す
る排出ローラと、
を有し、
　前記制御部は、前記記録媒体を挟んだ前記搬送ローラ及び前記下側搬送ローラを前記除
去方向へ移動して、前記記録媒体を前記排出ローラへ引き渡すことにより、前記記録媒体
を、前記記録媒体搬送路から除去する消色装置。
【請求項３】
　紙状体の厚さに応じて出力信号を変化させる厚さセンサと、
　前記紙状体を裁断するシュレッダ機構と、
　前記紙状体を、前記シュレッダ機構へ搬送する紙状体搬送機構と、
　前記厚さセンサの紙状体搬送方向の下流に設けられ、前記シュレッダ機構へ搬送される
前記紙状体を、前記紙状体搬送方向に対して側方に除去する紙状体除去機構と、
　前記厚さセンサからの出力に基づいて求められる前記紙状体の厚みが閾値以上である場
合に、前記紙状体が搬送不可能であると判定し、前記紙状体除去機構により前記紙状体を
紙状体搬送路から除去する制御部と、
を備え、
　前記紙状体除去機構は、
　前記紙状体搬送方向に直交する直交軸回りに回転するとともに、前記直交軸に平行な除
去方向へ移動可能に配置され、前記紙状体を挟んだまま回転して、前記紙状体を前記紙状
体搬送方向へ搬送する搬送ローラ及び下側搬送ローラと、
　前記紙状体搬送方向に平行な軸回りに回転し、前記紙状体を前記除去方向へ搬送する排
出ローラと、
を有し、
　前記制御部は、前記紙状体を挟んだ前記搬送ローラ及び前記下側搬送ローラを前記除去
方向へ移動して、前記紙状体を前記排出ローラへ引き渡すことにより、前記紙状体を、前
記紙状体搬送路から除去する裁断装置。
【請求項４】
　紙状体の厚さに応じて出力信号を変化させる厚さセンサと、
　前記紙状体を裁断するシュレッダ機構と、
　前記紙状体を、前記シュレッダへ搬送する紙状体搬送機構と、
　前記厚さセンサの紙状体搬送方向の下流に設けられ、前記シュレッダへ搬送される前記
紙状体を、前記紙状体搬送方向に対して側方に除去する紙状体除去機構と、
　前記厚さセンサからの出力に基づいて求められる前記紙状体の厚みが閾値以上である場
合に、前記紙状体が搬送不可能であると判定し、前記紙状体除去機構により前記紙状体を
紙状体搬送路から除去する制御部と、
を備え、
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　前記紙状体除去機構は、
　前記紙状体搬送路の上方を垂直方向に横断するように配置され、前記紙状体を除去する
爪部を有する除去ベルトを備える裁断装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記紙状体が搬送不可能であると判定したとき、
　前記紙状体の紙状体搬送方向への搬送を停止し、
　前記除去ベルトに前記紙状体を前記紙状体搬送方向に対して垂直方向に除去させる請求
項４記載の裁断装置。
【請求項６】
　厚さセンサの出力に基づいて求められる記録媒体の厚みが閾値以上である場合に、前記
記録媒体が搬送不可能であると判定する工程と、
　前記記録媒体の記録媒体搬送方向に直交する直交軸回りに回転するとともに、前記直交
軸に平行な除去方向へ移動可能に配置され、前記記録媒体を挟んだまま回転して、前記記
録媒体を前記記録媒体搬送方向へ搬送する搬送ローラ及び下側搬送ローラと、前記記録媒
体搬送方向に平行な軸回りに回転し、前記記録媒体を前記除去方向へ搬送する排出ローラ
と、を備えるとともに、前記厚さセンサの前記記録媒体搬送方向の下流に設けられ、記録
媒体除去機構により前記記録媒体を記録媒体搬送路から除去する工程と、
　を含み、
　前記記録媒体を除去する工程では、
　前記記録媒体を挟んだ前記搬送ローラ及び前記下側搬送ローラを前記除去方向へ移動し
て、前記記録媒体を前記排出ローラへ引き渡すことにより、前記記録媒体を、前記記録媒
体搬送路から除去する記録媒体除去方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、記録媒体除去装置、消色装置、裁断装置及び記録媒体除去方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　資源の節約のため、消色可能な現像材を使用して画像形成を行うことがある。消色可能
な現像材としては熱によって色が消えるトナー、インクなどがある。この消色可能な現像
材によって画像形成された記録媒体は、消色装置によって加熱され、消色されたのちに再
利用される。
【０００３】
　しかし、消色装置に投入される記録媒体は一枚ずつばらばらになった状態であるとは限
らない。例えば、ステイプルされた用紙束、糊付けされて製本された用紙束、等も投入さ
れることがある。
【０００４】
　このような用紙束が搬送されると、ジャムが発生するだけでなく、消色装置が破損する
ことがある。
【０００５】
　この点に関し、重送センサ、厚さセンサを記録媒体搬送路に設置し、複数枚の記録媒体
が同時に搬送された場合に廃棄ボックスに廃棄する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３０６１３７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかし、厚さセンサの測定許容範囲以上の厚さを持つ用紙束が搬送された場合、ジャム
が発生するだけでなく、機構部分が破損する。
【０００８】
　従って、厚さセンサの許容範囲を超える厚さの用紙束が搬送されてきた場合にこの用紙
束を除去することが可能な記録媒体除去装置、消色装置、裁断装置、及び記録媒体除去方
法が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明の一実施形態は、記録媒体の厚さに応じて出力信
号を変化させる厚さセンサと、記録媒体を搬送する記録媒体搬送機構と、厚さセンサの記
録媒体搬送方向の下流に設けられ、記録媒体を記録媒体搬送方向に対して側方に除去する
記録媒体除去機構と、厚さセンサからの出力に基づいて求められる記録媒体の厚みが閾値
以上である場合に、記録媒体が搬送不可能であると判定し、記録媒体除去機構により記録
媒体を記録媒体搬送路から除去する制御部と、を備え、記録媒体除去機構は、搬送方向に
直交する直交軸回りに回転するとともに、直交軸に平行な除去方向へ移動可能に配置され
、記録媒体を挟んだまま回転して、記録媒体を記録媒体搬送方向へ搬送する搬送ローラ及
び下側搬送ローラと、記録媒体搬送方向に平行な軸回りに回転し、記録媒体を除去方向へ
搬送する排出ローラと、を有し、制御部は、記録媒体を挟んだ搬送ローラ及び下側搬送ロ
ーラを除去方向へ移動して、記録媒体を排出ローラへ引き渡すことにより、記録媒体を、
記録媒体搬送路から除去する記録媒体除去装置を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施形態の記録媒体除去装置を含む消色装置の側面図である。
【図２】第１の実施形態の記録媒体除去装置の平面図である。
【図３】第１の実施形態の記録媒体除去装置を記録媒体除去方向から見た正面図である。
【図４】搬送ローラの記録媒体搬送方向下流からみた側面図である。
【図５】第１の実施形態の消色装置の構成を示すブロック図である。
【図６】第１の実施形態の消色装置の動作を示すフローチャートである。
【図７】第２の実施形態の記録媒体除去装置を含む消色装置の側面図である。
【図８】第２の実施形態の記録媒体除去装置を含む消色装置の斜視図である。
【図９】第２の実施形態の記録媒体除去装置の拡大斜視図である。
【図１０】消色装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】消色装置の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、記録媒体除去装置、消色装置、裁断装置、及び記録媒体除去方法の一実施形態に
ついて、図面を用いて詳細に説明する。
【００１２】
　本実施形態の記録媒体除去装置は、記録媒体の厚さに応じて出力信号を変化させる厚さ
センサと、記録媒体を搬送する記録媒体搬送機構と、厚さセンサの記録媒体搬送方向下流
に設けられ、記録媒体を前記記録媒体搬送方向に対して側方に除去する記録媒体除去機構
と、記録媒体が搬送不可能であると判定した場合記録媒体除去機構により記録媒体を記録
媒体搬送路から除去する制御部と、を備える。
【００１３】
　本実施形態の消色装置は、記録媒体を搬送する記録媒体搬送機構と、記録媒体の厚さに
応じて出力信号を変化させる厚さセンサと、厚さセンサの記録媒体搬送方向下流に設けら
れ、記録媒体を記録媒体搬送方向に対して側方に除去する記録媒体除去機構と、記録媒体
が搬送不可能であると判定した場合記録媒体除去機構により記録媒体を記録媒体搬送路か
ら除去する制御部と、記録媒体を消色温度以上に加熱する加熱ローラと、を備える。
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【００１４】
（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態の記録媒体除去装置２００を含む消色装置１０の側面図である
。図１に示すように、消色装置１０は、消色する記録媒体を載置する入口トレイ１０１と
、入口トレイ１０１に載置された記録媒体を一枚ずつ取り出すピックアップローラ１０２
と、記録媒体の通過を検知する入り口センサ１０３と、記録媒体の重送を検知する重送セ
ンサ１０４と、記録媒体を搬送する搬送ローラ１０６と、搬送不能と判定された記録媒体
を記録媒体搬送路から除去する記録媒体除去装置２００と、記録媒体の厚さを検知する厚
さセンサ２０１と、記録媒体を消色温度以上に加熱する加熱装置である加熱ローラ１０７
と、記録媒体上の画像が消色されているかを検知する画像検知センサ１０８と、記録媒体
の搬送路を切り替える切り替え装置１０９と、再利用可能な記録媒体を蓄積する再利用ボ
ックス１１０と、再利用不可能な記録媒体を蓄積する廃棄ボックス１１１と、制御部と、
を備える。
【００１５】
　重送センサ１０４は例えば超音波を記録媒体の一方の面から他方の面に向けて通過させ
、通過した超音波のレベルを出力する。制御部はこのレベルに基づいて重送を判定する。
【００１６】
　加熱装置である加熱ローラ１０７は金属によって形成され、内部にヒータを有する。加
熱ローラ１０７は記録媒体上の消色可能な現像材を消色温度以上に加熱して記録媒体を消
色する。
【００１７】
　加熱装置は記録媒体を消色温度以上に加熱できればよく、熱源は問わない。加熱装置は
例えば、サーマルヘッド、ハロゲンヒーター、グラファイトヒーター、ＩＨ（Induction 
Heater）、発熱ランプを内蔵した熱伝導性材料によって形成されるローラなど、を採用で
きる。
【００１８】
　加熱装置は記録媒体に接触せずに加熱する熱源を採用できる。
【００１９】
　消色可能な現像材は、呈色性化合物、顕色剤、消色剤を含む。呈色性化合物は、例えば
ロイコ染料が挙げられる。顕色剤は、例えばフェノール類が挙げられる。消色剤は、加熱
されると呈色性化合物と相溶し、顕色剤と親和性を有さない物質が挙げられる。
【００２０】
　消色可能な現像材は、呈色性化合物と顕色剤との相互作用により発色し、消色温度以上
の加熱により呈色性化合物と顕色剤との相互作用が絶たれるため、消色する。
【００２１】
　消色されなかった画像が存在することにより再利用不可能と判定された記録媒体は、切
り替え装置１０９によって切り替えられた記録媒体搬送路を経由して廃棄ボックス１１１
に蓄積される。
【００２２】
　記録媒体除去装置２００は、加熱ローラ１０７の記録媒体搬送方向上流に設置される。
記録媒体除去装置２００は記録媒体搬送路の最初の曲線部分より記録媒体搬送方向上流に
設置される。
【００２３】
　消色装置１０は厚さセンサ２０１を記録媒体除去装置２００より記録媒体搬送方向上流
に有する。厚さセンサ２０１は記録媒体にアクチュエータを当接させ、このアクチュエー
タの動きを永久磁石に伝え、永久磁石の動きを磁気センサによって検知し、記録媒体の厚
みに応じた信号を出力する。制御部はこの出力信号に基づいて記録媒体の厚さを判定する
。
【００２４】
　記録媒体除去装置２００は記録媒体除去装置２００の下方に廃棄ボックス１１１を有す
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る。
【００２５】
　記録媒体除去装置２００は厚さセンサ２０１の出力に基づいて搬送不可能と判定された
記録媒体を、記録媒体搬送方向に対して垂直方向に搬送して記録媒体搬送路から除去する
。制御部は厚さセンサ２０１の出力が閾値以上の場合搬送不可能と判定する。
【００２６】
　消色装置１０は廃棄ボックス１１１に至る記録媒体搬送路終端に紙状体を裁断するシュ
レッダ機構７１１を有していてもよい。シュレッダ機構７１１は、シュレッダ入口センサ
がＯＮするとシュレッダカッターを回転させる。消色装置１０は消色動作後に再利用不可
能と判定した記録媒体をシュレッダ機構７１１に投入し、粉砕する。
【００２７】
　図２は、記録媒体除去装置２００の平面図である。図２に示すように、記録媒体除去装
置２００は、記録媒体を記録媒体搬送方向に搬送する搬送ローラ２０６と、搬送ローラ２
０６を駆動する搬送モータ２０７と、記録媒体が除去位置に達したことを検知する通過セ
ンサ２０２と、記録媒体を記録媒体搬送路から除去する排出ローラ２０４と、記録媒体が
排出位置にあるか否かを検知する排出センサ２０３と、排出ローラ２０４を駆動し、搬送
ローラ２０６を変位させる排出モータ２０５と、排出モータ２０５の駆動力の伝達方向を
切り替えるクラッチ２０５Ａと、を記録媒体除去機構として備える。
【００２８】
　記録媒体除去装置２００は排出ローラ２０４を排出ローラ２０４の回転軸が記録媒体搬
送方向である矢印Ｘ１方向に平行に有する。記録媒体除去装置２００は排出ローラ２０４
により搬送不可能な記録媒体を記録媒体搬送方向に対して側方、例えば垂直方向である矢
印Ｘ２方向に除去する。
【００２９】
　図３は、記録媒体除去装置２００を記録媒体除去方向から見た正面図である。図３に示
すように、搬送ローラ２０６は下側搬送ローラ２０６Ａと対をなし、この下側搬送ローラ
２０６Ａとともに記録媒体を挟み、回転することにより搬送する。記録媒体除去装置２０
０は搬送ローラ２０６を上方に変位させる変位機構２０８を備える。
【００３０】
　図４は、搬送ローラ２０６の記録媒体搬送方向下流からみた側面図である。図４に示す
ように、変位機構２０８は搬送ローラ２０６を変位させる搬送ローラソレノイド２０９と
、搬送ローラ２０６を駆動するローラベルト２１０と、を備える。
【００３１】
　記録媒体除去装置２００は搬送ローラ２０６と下側搬送ローラ２０６Ａとを支持するフ
レーム２１１を備える。フレーム２１１はクラッチ２０５Ａがつながれた状態にて排出モ
ータ２０５が駆動すると記録媒体を除去する方向である矢印Ｘ２方向に変位する。
【００３２】
　消色装置１０は、記録媒体を記録媒体搬送方向である矢印Ｘ１方向に搬送する。制御部
が搬送中の記録媒体は厚さセンサ２０１の出力に基づいて搬送不可能な記録媒体であると
判定したとき、消色装置１０は搬送モータ２０７を通過センサ２０２が記録媒体を検知す
るタイミングにて停止させる。
【００３３】
　次に、消色装置１０は搬送ローラ２０６が下側搬送ローラ２０６Ａとともに記録媒体を
つかんだ状態にて、クラッチ２０５Ａを繋ぎ排出モータ２０５を駆動させる。
【００３４】
　排出モータ２０５の駆動力は搬送ローラ２０６と下側搬送ローラ２０６Ａとを支持する
フレーム２１１を記録媒体搬送方向に対して垂直方向であるＸ２方向に変位させる。
【００３５】
　フレーム２１１が搬送ローラ２０６と下側搬送ローラ２０６Ａとを矢印Ｘ２方向に変位
すると、排出センサ２０３は記録媒体を検知する。
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【００３６】
　消色装置１０は排出センサ２０３により記録媒体を検知すると、変位機構２０８を駆動
させ、搬送ローラ２０６を上方に変位させる。搬送ローラ２０６が上方に変位すると、挟
まれていた記録媒体が解放される。
【００３７】
　次に、消色装置１０はクラッチ２０５Ａを切り、排出モータ２０５を回転させる。排出
モータ２０５の駆動力は、クラッチ２０５Ａを切った状態では排出ローラ２０４を回転さ
せる。
【００３８】
　従って、記録媒体は排出ローラ２０４によりＸ２方向に除去される。
【００３９】
　図５は、消色装置１０の構成を示すブロック図である。図５に示すように、消色装置１
０は制御部であるメインＣＰＵ５０１と、表示装置であるコントロールパネル５０２と、
記憶装置であるＲＯＭ・ＲＡＭ５０３と、を備える。
【００４０】
　メインＣＰＵ５０１は消色装置１０が備える重送センサ１０４と、厚さセンサ２０１と
、記録媒体除去装置２００の記録媒体搬送路の搬送ローラ２０６に対応する位置に設けら
れ、記録媒体が排出可能位置に達したことを検知する通過センサ２０２と、排出センサ２
０３と、に接続し、これらのセンサの出力を入力する。
【００４１】
　メインＣＰＵ５０１は加熱ローラ１０７を駆動する消去装置５０４と、記録媒体搬送装
置５０５と、搬送モータ２０７と、排出モータ２０５と、クラッチ２０５Ａと、変位機構
２０８を駆動させ、搬送ローラ２０６を昇降させる搬送ローラソレノイド２０９と、に接
続し、これらの装置の動作を制御する。
【００４２】
　図６は、消色装置１０の動作を示すフローチャートである。図６に示すように、動作６
０１において、消色装置１０は記録媒体を搬送し、記録媒体除去装置２００に投入する。
【００４３】
　動作６０２において、消色装置１０は厚さセンサ２０１の出力に基づいて記録媒体が搬
送可能かを判定する。消色装置１０は、記録媒体が搬送不可能であると判定した場合動作
６０３に進み、搬送可能であると判定した場合動作６０９に進む。
【００４４】
　動作６０３において、消色装置１０は通過センサ２０２が記録媒体を検知したかを判定
する。消色装置１０は通過センサ２０２が記録媒体を検知した場合動作６０４に進み、検
知しない場合、動作６０３に戻る。
【００４５】
　動作６０４において、消色装置１０はクラッチ２０５Ａをつなぎ、排出モータ２０５を
駆動させてフレーム２１１を変位させることにより搬送ローラ２０６及び下側搬送ローラ
２０６Ａに挟まれた記録媒体を記録媒体搬送方向に対して垂直方向排出ローラ２０４側に
移動させる。
【００４６】
　動作６０５において、消色装置１０は排出ローラ２０４を回転させる。
【００４７】
　動作６０６において、消色装置１０は排出センサ２０３が記録媒体を検知したかを判定
する。消色装置１０は、排出センサ２０３が記録媒体を検知したと判定したとき動作６０
７に進み、検知したと判定しないとき動作６０６に戻る。
【００４８】
　動作６０７において、消色装置１０は搬送ローラソレノイド２０９を駆動させて搬送ロ
ーラ２０６を上昇させる。従って、搬送ローラ２０６及び下側搬送ローラ２０６Ａから排
出ローラ２０４に引き渡された記録媒体は排出ローラ２０４により廃棄ボックス１１１に
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排出される。
【００４９】
　動作６０８において、消色装置１０は排出センサ２０３が記録媒体を検知したかを判定
する。消色装置１０は、排出センサ２０３が記録媒体を検知したと判定したとき、動作６
０８に戻り、検知したと判定しないとき、動作６０１に戻る。
【００５０】
　動作６０９において、消色装置１０は記録媒体を搬送する。動作６１０において、消色
装置１０は記録媒体に対して消色動作を実行する。
【００５１】
　以上のべたように、本実施形態の記録媒体除去装置２００を含む消色装置１０は、記録
媒体の厚さを検知する厚さセンサ２０１と、記録媒体を挟んだまま記録媒体搬送方向に対
して垂直方向に変位する搬送ローラ２０６及び下側搬送ローラ２０６Ａと、記録媒体搬送
方向側端に設けられ、記録媒体を記録媒体搬送方向に対して垂直方向に除去する排出ロー
ラ２０４と、を備える。
【００５２】
　従って、厚さセンサの許容範囲を超える厚さの用紙束が搬送されてきた場合でもこの用
紙束を除去することが可能となるという効果がある。
【００５３】
（第２の実施形態）
　図７は、第２の実施形態の記録媒体除去装置７００を含む消色装置２０の側面図である
。図８は、第２の実施形態の記録媒体除去装置７００を含む消色装置２０の斜視図である
。図７及び図８に示すように、消色装置２０は、消色する記録媒体を載置する入口トレイ
７０１と、記録媒体の厚さを検知する厚さセンサ２０１と、記録媒体除去装置７００と、
記録媒体を搬送する記録媒体搬送装置７０８と、記録媒体を消色温度以上に加熱する加熱
ローラ１０７と、再利用可能な記録媒体を蓄積する再利用ボックス１１０と、再利用不可
能な記録媒体を蓄積する廃棄ボックス１１１と、重送センサ１０４と、画像検知センサ１
０８と、制御部と、を備える。
【００５４】
　消色装置２０は記録媒体除去装置７００を加熱ローラ１０７の記録媒体搬送方向上流に
有する。
【００５５】
　記録媒体除去装置７００は厚さセンサ２０１の出力に基づいて搬送不可能と判定された
記録媒体を、記録媒体搬送方向に対して垂直方向に搬送して記録媒体搬送路から除去する
。制御部は厚さセンサ２０１の出力が閾値以上の場合搬送不可能と判定する。
【００５６】
　消色装置２０は廃棄ボックス１１１に至る記録媒体搬送路終端に紙状体を裁断するシュ
レッダ機構７１１を有していてもよい。
【００５７】
　記録媒体除去装置７００は、昇降可能な搬送ガイド７０３と、記録媒体を記録媒体搬送
方向に対して垂直方向に除去する記録媒体除去機構である除去ベルト７０４と、記録媒体
を取り出すピックアップローラ７０５と、搬送ローラ７０６と、を備える。
【００５８】
　除去ベルト７０４は、例えば無端状のベルトによって形成され、記録媒体搬送方向に対
して側方、例えば垂直方向に回転する。記録媒体除去装置７００は除去ベルト７０４を搬
送ガイド７０３の上方に有する。
【００５９】
　図９は、第２の実施形態の記録媒体除去装置７００の拡大斜視図である。図９に示すよ
うに、記録媒体除去装置７００は除去ベルト７０４に記録媒体をひっかけて搬送する爪部
７０４Ａを備える。
【００６０】
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　記録媒体除去装置７００は搬送ガイド７０３に、爪部７０４Ａが通過する溝部７０３Ａ
を有する。
【００６１】
　爪部７０４Ａは、搬送ガイド７０３が上昇したときに溝部７０３Ａに先端が入り込む長
さを有する。溝部７０３Ａは、爪部７０４Ａが通過するときに干渉しない深さを有する。
【００６２】
　除去ベルト７０４が回転すると除去ベルト７０４が有する爪部７０４Ａが記録媒体搬送
路を記録媒体搬送方向に対して垂直方向に横切るように移動する。爪部７０４Ａは、搬送
ガイド７０３上の記録媒体を記録媒体搬送方向に対して垂直方向に除去する。
【００６３】
　記録媒体除去装置７００は爪部７０４Ａがホームポジションにあるか否かを検知するホ
ームポジションセンサ９０１を記録媒体搬送装置７０８の除去ベルト７０４設置位置に有
する。
【００６４】
　図１０は、消色装置２０の構成を示すブロック図である。図１０に示すように、消色装
置２０は制御部であるメインＣＰＵ５０１と、表示装置であるコントロールパネル５０２
と、記憶装置であるＲＯＭ・ＲＡＭ５０３と、を備える。
【００６５】
　メインＣＰＵ５０１は消色装置２０が備える重送センサ１０４と、厚さセンサ２０１と
、記録媒体除去装置７００の記録媒体搬送路の除去ベルト７０４に対応する位置に設けら
れ、記録媒体が排出可能位置に達したことを検知する通過センサ２０２と、排出センサ２
０３と、ホームポジションセンサ９０１と、に接続し、これらのセンサの出力を入力する
。
【００６６】
　メインＣＰＵ５０１は加熱ローラ１０７を駆動する消去装置５０４と、記録媒体搬送装
置７０８と、搬送ローラを駆動する搬送モータ２０７と、除去ベルト７０４を駆動する除
去ベルトモータ９０２と、搬送ガイド７０３を昇降させる搬送ガイド昇降装置９０３と、
に接続し、これらの装置の動作を制御する。
【００６７】
　図１１は、消色装置２０の動作を示すフローチャートである。図１１に示すように、動
作１１０１において、消色装置２０は記録媒体を搬送し、記録媒体除去装置７００に投入
する。
【００６８】
　動作１１０２において、消色装置２０は厚さセンサ２０１の出力に基づいて記録媒体が
搬送可能かを判定する。消色装置２０は、記録媒体が搬送不可能であると判定した場合動
作１１０３に進み、搬送可能であると判定した場合動作１１０８に進む。
【００６９】
　動作１１０３において、消色装置２０は搬送ガイド７０３を上昇させる。
【００７０】
　動作１１０４において、消色装置２０は通過センサ２０２が記録媒体を検知したかを判
定する。消色装置２０は通過センサ２０２が記録媒体を検知したと判定したとき動作１１
０５に進み、検知しないと判定したとき動作１１０４に戻る。
【００７１】
　動作１１０５において、消色装置２０は搬送ローラ７０６を停止させ、除去ベルト７０
４を回転させる。従って、記録媒体は除去ベルト７０４により廃棄ボックス１１１に排出
される。
【００７２】
　動作１１０６において、消色装置２０は排出センサ２０３が記録媒体を検知したかを判
定する。消色装置２０は、排出センサ２０３が記録媒体を検知したと判定したとき動作１
１０７に進み、検知したと判定しないとき動作１１０６に戻る。
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　動作１１０７において、消色装置２０は除去ベルト７０４をホームポジションに移動さ
せる。
【００７４】
　動作１１０８において、消色装置２０は搬送ガイド７０３を下げる。動作１１０９にお
いて、消色装置２０は記録媒体を搬送する。動作１１１０において、消色装置２０は記録
媒体に対して消色動作を実行する。
【００７５】
　以上述べたように、本実施形態の記録媒体除去装置７００を含む消色装置２０は、記録
媒体の厚さを検知する厚さセンサ２０１と、記録媒体を記録媒体搬送方向に対して垂直方
向に除去する除去ベルト７０４と、昇降可能な搬送ガイド７０３と、を備える。
【００７６】
　従って、厚さの厚い用紙束が搬送されてきた場合でもこの用紙束を除去することが可能
となるという効果がある。
【００７７】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００７８】
２００、７００：記録媒体除去装置
２０１：厚さセンサ
２０４：排出ローラ
２０６：搬送ローラ
２０６Ａ：下側搬送ローラ
７０３：搬送ガイド
７０４：除去ベルト
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